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交通事故の死者は年々減少傾向にありますが、高齢者が占める割合

は増加していて、特に歩行中、自転車乗車中の７割近くが高齢者と

なっています。 

原因としては、以下のような身体能力の低下を認識してないことが原

因として挙げられています。 

例１ ：手近なところで道路を横断してしまう。 

→体力が落ちているため、つい手近な場所から道路を横断。車が歩

行者を意識していない場合、交通事故の原因になります。道路の横断

は横断歩道から左右の確認をして渡るようにしましょう。 

 

例２：夕暮れ時に車等がみえにくい 

→高齢者が交通事故にあった時間時間帯は、半分が午後 5時から 8

時の間でした。これは、加齢による視力の低下と車からも見えにくい

ことが原因です。夕方、夜間、早朝の外出時には十分に辺りに注意を

払い、反射材用品着用や明るい色の服装を心掛けましょう。 

 


